
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う
財
源
と

し
て
、
国
・
県
支
出
金
、
寄
附
金
、
繰
越

金
及
び
諸
収
入
に
よ
り
措
置
す
る
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
県
の
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
を
活

用
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
日
本
遺

産
「
忍
城
」
を
核
と
し
た
国
内
外
へ
の
魅

力
発
信
事
業
が
、
知
事
が
特
別
に
認
め
る

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
県
の
補
助
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
支
出
金

の
増
額
を
見
込
む
も
の
で
す
。

⃝
行
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ
い
て   （
同
意
）

　
渡
辺
充
氏
の
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

⃝

行
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
に
つ
い
て
　
　（
同
意
）

　
田
島
浩
氏
の
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

市政に対する 一般質問

市とウエルシア薬局株式会社の
　　　　　      連携による移動販売について

問  
移
動
販
売
の
実
施
経
緯
と
実

績
に
つ
い
て
。

答  

小
売
店
減
少
な
ど
に
よ
る
買

物
環
境
の
変
化
や
高
齢
化
に
伴
う

高
齢
者
の
買
物
課
題
解
決
。

　ま
た
全
国
的
に
も
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
が
顕
著
と
な
る
中

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
考
え
。

　こ
れ
を
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
が
共

感
し
て
く
だ
さ
り
、
全
国
初
の
地

域
共
生
型
・
多
世
代
交
流
型
の
移

動
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

た
。　実

績
と
し
て
は
、
週
５
日
、
市

内
45
箇
所
で
販
売
。
４
月
末
ま
で

の
利
用
者
は
４
４
９
４
人
、
週
平

均
２
４
０
人
で
あ
る
。

問  

移
動
販
売
の
将
来
計
画
に
つ

い
て
。

答  

販
売
場
所
の
追
加
や
変
更
要

望
に
応
じ
て
、
８
月
か
ら
新
ル
ー

ト
運
行
予
定
。
今
後
の
運
行
状
況

と
販
売
体
制
を
考
慮
し
、
10
箇
所

か
ら
15
箇
所
程
度
は
増
や
し
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
に

通
え
る
通
学
路
に
つ
い
て

○
通
学
路
変
更
が
生
じ
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て

水城公園東側園地再整備について
市内学校教育現場について

問  

水
城
公
園
東
側
園
地
再
整
備

事
業
の
概
要
及
び
進
捗
に
つ
い
て
。

答  

こ
れ
ま
で
あ
お
い
の
池
の
護

岸
工
事
や
東
側
入
口
の
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
な
ど
を
実
施
し
た
。
東
側

入
口
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
行

田
・
蓮
田
線
か
ら
の
出
入
り
が
可

能
と
な
り
、
公
園
の
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
た
。
本
年
度
は
東
側

園
地
内
に
新
た
な
駐
車
場
の
整
備

等
を
予
定
し
て
い
る
。

問  

教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革

取
組
後
の
現
状
に
つ
い
て
。

答  

全
体
的
に
時
間
外
在
校
等
時

間
は
減
少
し
て
い
る
が
、
突
発
的

な
指
導
や
保
護
者
と
の
教
育
相
談

等
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
中

学
校
に
お
い
て
は
、
部
活
動
指
導

に
よ
る
時
間
外
勤
務
も
顕
著
で
あ

り
、
こ
う
し
た
時
間
を
縮
減
す
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。問  

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
。

答  

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
早

期
解
決
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
が

期
待
で
き
る
が
、
導
入
に
つ
い
て

は
本
市
に
お
け
る
問
題
事
案
の
内

容
や
発
生
件
数
等
を
見
な
が
ら
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

駒 見 行 彦（令和研究会）

忍川の治水機能の向上及び
　　　　　   内水対策事業について小 林  修（令和研究会）

問  

浸
水
対
策
重
点
地
域
緊
急
事

業
の
調
節
池
、
河
道
拡
幅
工
事
に

伴
う
、
市
道
、
水
路
等
の
廃
止
、

存
続
、
付
け
替
え
の
協
議
は
。

答  

埼
玉
県
と
の
協
議
を
経
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
調
節
池
地
内
の

市
道
認
定
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
３
月
議
会
に
お
い
て
実
施

し
、
河
道
拡
幅
に
よ
る
市
道
、
水

路
の
存
続
及
び
付
け
替
え
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
協
議
中
で
あ
る
。

問  

大
雨
等
に
よ
り
冠
水
す
る
警

察
署
、
消
防
署
が
位
置
す
る
緊
急

輸
送
道
路
の
南
大
通
り
線
の
内
水

対
策
の
実
施
は
。

答  

災
害
時
に
お
い
て
非
常
に
重

要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
忍
川
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
た
め
、
埼
玉
県
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
浸
水
対
策
の
効
果
を

含
め
、
適
切
に
対
応
す
る
。

問  

国
に
お
い
て
特
定
河
川
と
し

て
指
定
さ
れ
た
、
忍
川
、
元
荒
川
、

星
川
、
武
蔵
水
路
の
市
の
対
応
は
。

答  

国
県
及
び
関
係
市
町
と
連
携

し
、
法
の
周
知
、
雨
水
貯
留
管
な

ど
流
出
抑
制
対
策
を
実
施
す
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業

○
下
長
野
用
水
路
改
良
事
業

小 林 淳 一（令和研究会）

⃝

令
和
６
年
度
行
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
子
育
て
支
援
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
の

ほ
か
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高

騰
対
策
等
に
つ
い
て
、
関
係
予
算
を
措
置

し
た
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総
務
費
で

は
、
故
栗
原
宣
幸
氏
か
ら
本
市
に
対
し
て

遺
贈
寄
附
さ
れ
た
１
億
円
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
、
故
人
の
名
前
を
冠
し
た
こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
基
金
を

新
た
に
設
置
し
、
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　
民
生
費
で
は
、
国
の
総
合
経
済
対
策
と

し
て
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
定
額
減
税
で
控
除
し
き
れ
な
い
方

を
対
象
に
調
整
給
付
金
を
支
給
す
る
ほ
か
、

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
低
所
得
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
を

対
象
に
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費

を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
全
額
公
費
に
よ
る
接
種
が
終
了
し
て

い
る
が
、
新
た
に
65
歳
以
上
の
方
及
び
60

歳
か
ら
64
歳
で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方

を
対
象
と
し
た
定
期
接
種
を
実
施
す
る
た

め
の
経
費
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

ぎょうだ議会だより　❹

⃝

救
助
工
作
車
の
取
得
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

　
救
助
工
作
車
は
、
各
種
災
害
発
生
時
に

お
け
る
人
命
救
助
活
動
等
の
備
え
と
し
て

配
備
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
使
用
し
て
い

る
車
両
は
平
成
16
年
度
に
購
入
し
た
も
の

で
、
20
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
た
た
め
車

両
を
更
新
し
、
消
防
署
本
署
に
配
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

問  

予
定
価
格
を
事
前
公
表
に
す
る
理

由
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答  

入
札
や
契
約
の
透
明
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
、
ま
た
、
職
員
に
対
す
る
予
定
価

格
を
探
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
行
っ
て
い
る
。

⃝

国
土
強
靭
化
の
取
組
の
更
な
る
加
速
化

を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
社
会
の

重
要
な
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

国
土
強
靭
化
の
取
組
を
更
に
加
速
化
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

１　
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
か
年
加
速
化

対
策
期
間
に
お
い
て
、
さ
ら
に
強
力
に
国

土
強
靭
化
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
５
か
年
加
速
化
対
策
終
了
後
も
、

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
継
続
的
に
講
ず
る

た
め
の
必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
安

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

２　
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
国
土
強
靭

化
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額
確
保
を
図

る
こ
と
。

３　
地
方
整
備
局
等
の
人
員
・
資
機
材
の

確
保
な
ど
、
災
害
対
応
の
た
め
の
国
の
組

織
体
制
の
充
実
・
強
化
を
継
続
的
に
図
る

こ
と
。

４　
河
川
の
氾
濫
を
防
止
す
る
国
直
轄
事

業
の
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
河
川
整
備
に
対

す
る
財
政
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
流
域
治
水
対
策
に
基
づ
き
、
荒

川
や
利
根
川
な
ど
の
大
河
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
備
え
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

補正予算
補
正
総
額

12
億
４
５
９
３
万
円
余
り

契　約
救  

助  

工  

作  

車

人

事

案

件

議
員
提
出
議
案

消防車両

忍城


